
為替週間展望＝ドル円は１１３～１１４円台でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［１１月１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 25 日～ 10 月 29 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  113.66   114.31(26)    113.26(28)    113.53   +0.03

ユーロ・ドル  1.1638   1.1692(28)    1.1582(28)    1.1670   +0.0027

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,892.69      +87.84     日本10年債利回り   0.098   +0.001

ダウ平均株価    35,730.48      +53.46     米10年債利回り     1.580   -0.052

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３１日　中国１０月製造業購買担当景気指数

１日　　中国１０月財新製造業購買担当景気指数

　　　　米９月建設支出

　　　　米１０月ＩＳＭ製造業景況指数

２日　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　スイス１０月消費者物価指数、スイス９月小売売上高

３日　　ＮＺ第３四半期雇用統計

　　　　豪９月住宅建設許可件数

　　　　ユーロ圏９月雇用統計

　　　　米１０月ＡＤＰ雇用統計　

　　　　米１０月ＩＳＭ非製造業景況指数

　　　　米９月製造業受注

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、２～３日）政策金利

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

４日　　豪９月貿易収支

　　　　独９月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏９月生産者物価指数

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　カナダ９月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数、米第３四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米９月貿易収支

　　　　石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）プラス閣僚級会合

５日　　日本９月勤労者世帯家計調査

　　　　独９月鉱工業生産指数

　　　　ユーロ圏９月小売売上高指数

　　　　カナダ１０月雇用統計

　　　　米１０月雇用統計

　　　　カナダ１０月Ｉｖｅｙ購買部協会指数　

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は２０日に１１４．７０付近まで上昇した後は上げ一服とな

り、高値圏でもみ合いとなっている。ドル円の１１４円台ではやや上値は重いものの、

米１０年債利回りは２１日に１．７０％台に乗せるなど上昇傾向にある。こうしたこと

を背景にドル円は調整一巡後は一段高が見込まれるとした。

　　　　

【ドル円はレンジ相場が継続】

　ドル円は２０日に１１４．７０まで上昇して、２０１７年１１月以来の高値圏まで上

昇した。その後は高値警戒感などもあり、修正安に転じた。ただ、１１３．３０台では
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下げ渋りを見せるなど底堅い動きとなっており、１１３～１１４円台で一進一退の動き

となっている。

　　

　ドル円とユーロ円、ポンド円、豪ドル円などのクロス円は１０月２０～２１日に直近

の高値を付けた。それまで上昇を続けていたことやテクニカル面での過熱感などから、

その後は上昇一服となっている。ユーロドル、ポンドドル、豪ドル／米ドルも同様に高

値圏でのもみ合いとなっている。

　　

　米１０年債利回りは、２１日に１．７０％台まで上昇した後は低下傾向にあり、２７

日には一時１．５１％台まで低下した。金融政策の正常化を見込んで、金融政策の影響

を受けやすい中期債や短期債を売って（利回りは上昇）、長期債を購入する（利回りは

低下）動きなどが背景にある。米１０年利回りと米２年債利回りの差（イールドスプ

レッド）は、２１日の１．２７％付近から、一時１．０４％前後まで縮小した。

　　

　１１月２～３日に開催される米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では量的緩和の縮小

（テーパリング）の開始が決定すると見込まれている。ただ、パウエル議長は２２日の

発言でテーパリングに前向きな姿勢を示したものの、「利上げは時期尚早」と早期利上

げ観測にクギを刺した。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のよるテーパリングの開始決定は確定的と見られ、

１１～１２月にも開始となろう。来年半ばに向けてテーパリング終了の道筋が示される

可能性がある。それと、原油価格の上昇が続いており、ＦＯＭＣの声明やパウエル議長

の記者会見で、物価上昇が一時的との認識に変化が見られるかが注目される。「一時

的」ではなく、物価の沈静化にはもうしばらくかかるとの認識を示すようなら、利上げ

の前倒し観測につながり、ドル高に傾きやすいとみられる。

　　

　もっとも利上げ前倒し観測による米長期金利の上昇は景気回復に水を差すことになり

かねないため、過度な利上げ前倒し観測につながらないように慎重な配慮を示すことと

なろう。このため、ＦＯＭＣの結果発表の内容も市場予想から大きく逸脱したものには

なりにくいとみられる。こうした状況のため、ドル円は１１３～１１４円台を中心とす

るもみ合いが見込まれる。なお、米長期金利が上昇するようなら１１５円乗せを試す場

面も見られそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１１３．５０～１１５．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１日に米９月建設支出、米１０月ＩＳＭ

製造業景況指数、３日に米９月製造業受注、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、２～３

日）政策金利、パウエルＦＲＢ議長記者会見、４日に米新規失業保険申請件数、米第３

四半期非農業部門労働生産性指数、米９月貿易収支、５日に日本９月勤労者世帯家計調

査、米１０月雇用統計などがある。

　　

【ユーロドルは堅調に推移か】

　１０月２８日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では、金融政策に変更はなかった。パ

ンデミック緊急購入プログラム（ＰＥＰＰ）は「少なくとも来年３月までは継続」「購

入ペースは過去数四半期を下回るペースで継続する」「資産購入プログラム（ＡＰＰ）

は月額２００億ユーロのペースを維持」といった方針が示された。

　　

　理事会後の記者会見で、ラガルド総裁は、「インフレは一段と上昇する見込み」「イ

ンフレ圧力は２０２２年には緩和されるはず」「市場の利上げ観測はガイダンスに沿っ

たものではない」「ＰＥＰＰの購入ペース縮小はテーパリングではない」などと述べ

た。

　　

　ラガルド総裁の記者会見の内容が予想よりもタカ派的との受け止め方が広がったこと

や米第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値が予想を下回ったことから、ユーロ買いド

ル売りの動きが広がった。ユーロドルは１．１６近辺から１．１６９２近辺まで上値を

伸ばした。大きく上昇した後、調整の動きが入る可能性はあるものの、その後は一段と

上昇する展開となりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１５８０～１．１８

００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３１日に中国１０月製造業購買担当景気指

数、１日に中国１０月財新製造業購買担当景気指数、２日に豪中銀（ＲＢＡ）政策金



利、スイス１０月消費者物価指数、スイス９月小売売上高、３日にＮＺ第３四半期雇用

統計、豪９月住宅建設許可件数、ユーロ圏９月雇用統計、４日に豪９月貿易収支、独９

月製造業受注指数、ユーロ圏９月生産者物価指数、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、カナダ

９月貿易収支、５日に独９月鉱工業生産指数、ユーロ圏９月小売売上高指数、カナダ１

０月雇用統計、カナダ１０月ＩＶＥＹ購買部協会指数　などがある。
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